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「
焼
酎
王
国
」九
州
の
本
格
焼
酎
。3
次
に
わ
た
る「
焼
酎
ブ
ー
ム
」に
よ
り
全

国
の
市
場
を
開
拓
し
今
や「
大
衆
酒
」と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
る
。し
か
し
消
費
低

迷
に
よ
る
ブ
ー
ム
の
落
ち
着
き
や
甲
乙
混
和
焼
酎
の
台
頭
に
よ
る
低
価
格
志
向
な

ど
厳
し
い
経
済
環
境
に
あ
っ
て
、焼
酎
業
界
の「
正
念
場
」が
続
い
て
い
る
。ま
た

2
0
0
8
年
の
事
故
米
不
正
流
通
問
題
に
よ
り
、食
の
安
全
性
を
よ
り一層
、求
め

ら
れ
る
焼
酎
業
界
は
、足
元
を
固
め
な
が
ら
中
国
を
は
じ
め
海
外
展
開
の
強
化
を

図
り
、新
た
な
市
場
を
開
拓
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

厳
し
い
業
界
環
境
を
打
破
！

「
焼
酎
王
国
」九
州
の
本
格
焼
酎

内
を
固
め
、外
に
攻
め
る
好
機

焼酎特集
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3
度
の
ブ
ー
ム
を
経
て

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

　

W
T
O
（
世
界
貿
易
機
関
）
の
地
理

的
産
地
指
定
を
受
け
る
長
崎
県
の
「
壱

岐
焼
酎
」、
熊
本
県
の
「
球
磨
焼
酎
」、
鹿

児
島
県
の
「
薩
摩
焼
酎
」
を
は
じ
め
、
商

標
を
持
つ
宮
崎
県
の
「
宮
﨑
の
本
格
焼

酎
」
な
ど
、
九
州
で
は
個
性
豊
か
な
本
格

焼
酎
が
各
地
で
つ
く
ら
れ
、
地
元
に
根

づ
い
て
き
た
。「
焼
酎
王
国
」
を
印
象
づ

け
る
九
州
の
本
格
焼
酎
は
今
や
全
国
に

広
が
り
「
大
衆
酒
」
と
し
て
日
本
代
表

す
る
酒
と
し
て
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。

　

近
年
の
低
ア
ル
コ
ー
ル
化
な
ど
の
影

響
で
、
全
国
的
に
酒
量
販
売
数
が
減
少

傾
向
に
あ
る
中
、　

本
格
焼
酎
は
3
次

に
わ
た
る
「
焼
酎
ブ
ー
ム
」
を
経
て
市

場
を
拡
大
。
地
場
焼
酎
メ
ー
カ
ー
の
巧

み
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
福
岡
を
足
が

か
り
に
関
東
、
関
西
な
ど
都
市
圏
の
販

売
戦
略
が
奏
功
し
て
、
焼
酎
フ
ァ
ン
の

す
そ
野
を
広
げ
2
0
0
3
年
に
は
清
酒

の
出
荷
量
を
上
回
る
な
ど
名
実
と
も
に

「
大
衆
酒
」
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し

た
。

　

ブ
ー
ム
に
よ
る
浮
き
沈
み
が
あ
る
も

の
の
、
長
期
ト
レ
ン
ド
で
販
売
量
が
増

え
る
一
方
、
通
常
は
量
が
増
え
る
と
商

品
価
格
は
下
落
す
る
の
だ
が
本
格
焼

酎
は
プ
レ
ミ
ア
焼
酎
が
登
場
す
る
な
ど
、

価
格
を
維
持
し
な
が
ら
量
を
増
大
さ
せ

た
ま
れ
な
商
品
で
「
高
付
加
価
値
化
」

の
成
功
例
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
最
近
は
消
費
低
迷
や

08
年
の
事
故
米
事
件
な
ど
に
よ
り
、
02

年
の
「
本
格
焼
酎
ブ
ー
ム
」
で
２
ケ
タ

増
を
記
録
し
た
出
荷
量
も
04
年
を
ピ

ー
ク
に
伸
び
が
鈍
化
し
て
い
る
。

　

国
税
庁
の
10
年
度
の
酒
類
課
税

出
荷
数
量
を
み
る
と
、
全
体
で
約

８
９
６
万
㌔
㍑
、
前
年
比
０・４
％
減
と

９
年
連
続
で
前
年
比
を
下
回
り
、
本
格

焼
酎
は
約
50
万
７
８
９
７
㌔
㍑
で
前
年

比
４・５
％
減
。
清
酒
や
ビ
ー
ル
な
ど
に

比
べ
て
減
少
幅
が
大
き
い
が
、「
焼
酎
が

全
国
に
浸
透
し
た
証
左
だ
。
ブ
ー
ム
に

よ
る
酒
か
ら
大
衆
酒
と
な
っ
た
わ
け
で

今
後
、
緩
や
か
な
成
長
が
望
ま
れ
る
」

（
業
界
に
詳
し
い
学
識
者
）
と
見
る
向

き
も
あ
り
業
界
は
成
熟
し
た
市
場
に
改

め
て
商
品
を
訴
求
さ
せ
て
い
く
た
め
の

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
て
い
る
。

ビ
ー
ル
大
手
が
仕
掛
け
た　

　
低
価
格
志
向
の〝
甲
乙
混
和
〟

　　
そ
ん
な
中
、
焼
酎
業
界
が
頭
を
悩
ま

す
の
は
、ビ
ー
ル
大
手
が
仕
掛
け
た
「
甲

乙
混
和
焼
酎
」
だ
。
そ
の
登
場
に
よ
り

量
販
店
な
ど
で
「
本
格
焼
酎
」
の
デ
ィ

ス
カ
ウ
ン
ト
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
価
格
を
維

持
し
な
が
ら
量
を
増
や
し
て
き

た
本
格
焼
酎
だ
が
、
販
売
不
振

に
よ
る
値
崩
れ
が
起
き
て
い
る
。

　

特
に
量
販
店
で
は
消
費
者
が

本
格
焼
酎
よ
り
15
〜
40
％
く
ら

い
安
い
甲
乙
混
和
焼
酎
に
手
を

伸
ば
す
。
そ
れ
も
本
格
焼
酎
と

甲
乙
混
和
焼
酎
の
違
い
を
ほ
と

ん
ど
意
識
せ
ず
購
入
し
て
い
る

た
め
に
「
資
本
力
の
あ
る
ビ
ー

ル
大
手
と
正
面
衝
突
が
避
け
ら

れ
な
い
」（
焼
酎
メ
ー
カ
ー
）
状

況
だ
。

　
こ
れ
を
危
惧
し
た
日
本
酒
造

組
合
中
央
会
は
10
年
、「『
本
格

焼
酎
・
泡
盛
』
業
界
沖
縄
サ
ミ

ッ
ト
」
で
、
甲
乙
混
和
焼
酎
を
「
消
費

者
の
誤
認
を
誘
う
商
品
」
と
す
る
一
方
、

「
本
格
焼
酎
・
泡
盛
の
歴
史
と
価
値
を

守
り
育
て
る
こ
と
が
焼
酎
業
界
の
使
命

で
あ
り
国
家
義
務
」
と
す
る
「
焼
酎
ア

ピ
ー
ル
」
を
採
択
。
新
聞
広
告
な
ど
を

通
じ
て
両
者
の
違
い
を
P
R
し
て
「
本

格
焼
酎
」
の
再
認
識
を
促
し
て
い
る
。

焼
酎
メ
ー
カ
ー
売
り
上
げ

合
計
は
２
年
連
続
下
回
る

　

甲
乙
混
和
焼
酎
の
攻
勢
で
「
正
念

場
」
が
続
く
焼
酎
業
界
苦
境
は
、
各

焼
酎
メ
ー
カ
ー
の
経
営
状
況
に
も
如
実

に
表
れ
て
い
る
。
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

福
岡
支
店
が
毎
年
発
表
す
る
「
焼
酎

メ
ー
カ
ー
売
上
高
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、

10
年
の
売
り
上
げ
上
位
50
社
の
合
計

が
前
年
比
２・５
％
減
の
２
９
８
１
億
円
。

こ
ち
ら
は
酒
類
課
税
出
荷
数
量
と
比
べ

る
と
、
近
年
ま
で
好
調
を
維
持
し
て
い

た
が
、
２
年
連
続
の
前
年
割
れ
。
個
別

で
は
約
６
割
の
企
業
が
減
収
と
な
っ
た
。

　

売
り
上
げ
ト
ッ
プ
は
８
年
連
続
で
三

和
酒
類（
大
分
県
宇
佐
市
）。主
力
の「
い

2010年　焼酎メーカー売上高ランキング
（帝国データバンク福岡支店発表）
順位 社名 主要銘柄 売上高 前年対比

1 三和酒類（大分） いいちこ 522 －4.9
2 霧島酒造（宮崎） 霧島、黒霧島 472 10.4
3 薩摩酒造（鹿児島） 白波、神の河 205 －9.7
4 雲海酒造（宮崎） 雲海、いいとも 192 －10.1
5 二階堂酒造（大分） 二階堂 180 －7.7
6 濱田酒造（鹿児島） 海童、薩摩富士 114 4.0
7 高橋酒造（熊本） 白岳、しろ 88 －6.8
8 本坊酒造（鹿児島） 桜島、石の蔵から 74 －4.1
9 美峰酒造（群馬） 一風、司 70 9.8
10 若松酒造（鹿児島） 薩摩一、わか松 65 2.9

　単位 : 億円、%
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は
多
く
、
業
界
で
は
賛
否
両
論
あ
る
の

だ
が
、
そ
れ
以
上
に
食
の
安
全
性
を
重

視
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　

焼
酎
業
界
の
風
評
被
害
の
払
拭
や

食
の
安
全
性
の
追
求
の
た
め
に
施
行
さ

れ
た
米
ト
レ
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
施
行
は
、

そ
も
そ
も
「
流
通
業
者
の
ル
ー
ト
が
問

題
で
あ
っ
て
、
国
産
米
で
も
ま
た
問
題

が
起
こ
る
可
能
性
は
あ
る
」
と
し
て
現

行
法
で
は
流
通
業
者
に
対
す
る
管
理
が

徹
底
さ
れ
な
い
な
ど
法
整
備
が
不
十
分

だ
と
す
る
の
が
大
方
の
見
方
だ
。

　

今
後
、
焼
酎
業
界
は
食
の
安
全
性

を
留
意
し
な
が
ら
も
「
本
格
焼
酎
」
の

独
自
性
、
特
長
を
い
か
に
発
信
す
る
か

が
課
題
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、
観
光
客

も
意
識
し
て
地
元
で
の
販
売
を
強
化
す

る
な
ど
国
内
の
販
売
戦
略
を
練
り
直

す「
原
点
回
帰
」の
戦
略
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
海
外
、
特
に
中
国
市
場
の
開

拓
に
取
り
組
む
焼
酎
メ
ー
カ
ー
も
見

ら
れ
る
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
輸
出

制
限
も
昨
年
11
月
に
解
け
、「
本
格
的

に
海
外
を
攻
め
た
い
」
と
意
気
込
む
焼

酎
メ
ー
カ
ー
も
あ
る
。

　

成
熟
し
た
国
内
と
開
拓
余
地
の
大

き
い
海
外
と
い
う
対
照
的
な
2
つ
の
市

場
に
「
本
格
焼
酎
」
を
い
か
に
訴
求
さ

せ
る
か
─
。
焼
酎
業
界
の
「
正
念
場
」

は
続
き
そ
う
だ
。

焼酎特集
い
ち
こ
」
は
高
い
人
気
を
誇
る
が
、
消

費
低
迷
の
影
響
を
受
け
、
前
年
比
４
・

９
％
の
減
少
と
な
っ
た
。
３
位
の
薩
摩

酒
造（
鹿
児
島
県
枕
崎
市
）は「
白
波
」

ブ
ラ
ン
ド
を
全
国
に
広
め
「
さ
つ
ま
白

波
」「
黒
白
波
」
な
ど
を
展
開
し
て
る

が
、
関
東
や
関
西
の
出
荷
量
が
伸
び
悩

み
９・７
％
減
。
４
位
の
雲
海
酒
造
（
宮

崎
市
）
は
麦
焼
酎
「
い
い
と
も
」
や
そ

ば
焼
酎
「
雲
海
」、
芋
焼
酎
「
木
挽
」

を
主
力
と
す
る
が
10
％
の
減
少
。
５
位

の
二
階
堂
（
大
分
県
日
出
町
）
も
７
・

７
％
の
減
少
と
な
っ
た
。

　

上
位
各
社
が
苦
戦
す
る
中
で
、
８

年
連
続
で
２
ケ
タ
の
増
収
と
な
っ
て
い

る
の
が
２
位
の
霧
島
酒
造
（
宮
崎
県
都

城
市
）
だ
。
主
力
の
「
黒
霧
島
」
が
市

場
か
ら
絶
大
な
支
持
を
受
け
10
・
４
％

増
。
昨
年
12
月
に
は
新
工
場
を
完
成

さ
せ
、
安
定
供
給
を
図
る
な
ど
「
一
人

勝
ち
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
だ
。

　

同
調
査
で
は
、
12
年
の
業
界
見
通

し
に
つ
い
て
、
消
費
低
迷
に
よ
る
低
価

格
志
向
の
市
場
に
あ
っ
て
、
甲
乙
混
和

焼
酎
や
ハ
イ
ボ
ー
ル
で
ブ
レ
ー
ク
し
た

「
ウ
イ
ス
キ
ー
」
と
の
競
合
が
一
段
と

激
化
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。

消
費
者「
食
の
安
心・安
全
」意
識

高
ま
り
国
産
原
料
に
シ
フ
ト

　
一
方
で
09
年
に
は
08
年
に
起
き
た
事

故
米
事
件
を
契
機
に
流
通
ル
ー
ト
や

産
地
情
報
を
明
確
化
す
る
「
米
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
法
」
が
制
定
さ
れ
昨
年

７
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
そ
ん
な
中
で
、

焼
酎
メ
ー
カ
ー
に
は
「
食
に
対
す
る
安

全
志
向
の
高
ま
り
か
ら
原
料
米
を
見

直
す
」（
業
界
関
係
者
）
動
き
が
み
ら

れ
、
米
麹
に
使
用
し
た
タ
イ
産
出
米
を

国
産
米
に
代
替
す
る
メ
ー
カ
ー
が
増
え

た
。
本
格
焼
酎
・
泡
盛
の
業
界
誌
「
焼

酎
楽
園
」
の
調
べ
に
よ
る
と
、
九
州
の

主
要
焼
酎
メ
ー
カ
ー
（
タ
イ
米
を
使
用

す
る
沖
縄
の
泡
盛
メ
ー
カ
ー
を
除
く
）

の
55
％
が
米
麹
に
国
産
米
の
み
を
使
用

す
る
と
答
え
、
国
内
産
と
外
国
産
米
の

併
用
が
23
％
、
外
国
産
米
の
み
が
22
％

と
な
っ
た
こ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
の
焼
酎
メ

ー
カ
ー
が
米
麹
に
外

国
産
（
タ
イ
米
）
を

使
用
し
て
い
た
の
が

国
産
米
に
シ
フ
ト
し

て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

　

た
だ
し
国
産
米

だ
か
ら
品
質
が
良
く

な
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
タ
イ
産
米
の
麹
の

ほ
う
が
麹
の
食
い
込

み
が
い
い
」（
焼
酎
メ

ー
カ
ー
）
と
す
る
声

ブームを経て新たな市場の開拓を模索する本格焼酎業界。酒販店での〝飲
み比べ〟（上）や本格焼酎をベースにしたカクテル作りなどの取り組みも
見られる
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九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業

県
産
品「
本
格
焼
酎
」を
P
R

　

九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
に
よ
り
、

に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る
鹿
児
島
県
。
指
宿

や
霧
島
、
鹿
児
島
市
内
を
中
心
に
、
観

光
客
が
増
え
、
土
産
品
と
し
て
地
元
の

県
産
品
が
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。
そ
の

中
で
も
県
産
品
を
代
表
す
る
「
焼
酎
」

は
県
内
の
主
要
メ
ー
カ
ー
が
鹿
児
島
中

央
駅
に
焼
酎
に
特
化
し
た
コ
ー
ナ
ー
を

新
設
す
る
な
ど
、
観
光
客
の
目
を
引
き
、

人
気
を
集
め
て
い
る
。

　

修
学
旅
行
で
訪
れ
た
学
生
は
「
父

親
に
頼
ま
れ
た
」
焼
酎
を
購
入
す
る
な

ど
、
全
国
的
に
「
本
格
焼
酎
」
が
浸
透

し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
「
新
幹
線
の
全

線
開
業
で
鹿
児
島
か
ら
焼
酎
文
化
を

広
め
て
い
き
た
い
」
と
焼
酎
メ
ー
カ
ー

も
意
気
込
ん
で
い
る
。

　
「
本
格
焼
酎
」
ブ
ー
ム
の
落
ち
着
き

や
大
型
量
販
店
に
よ
る
低
価
格
販
売
、

08
年
の
事
故
米
不
正
流
通
事
件
な
ど

厳
し
い
業
界
環
境
に
あ
っ
た
県
内
の
焼

酎
業
界
に
と
っ
て
「
新
幹
線
効
果
」
は

明
る
い
材
料
だ
。
鹿
児
島
県
も
業
界
と

連
携
し
て
新
幹
線
沿
線
の
福
岡
、
広

島
、
大
阪
な
ど
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

力
を
入
れ
て
お
り
、「
本
格
焼
酎
」
ブ

ー
ム
の
牽
引
役
と
な
っ
た
「
薩
摩
焼

酎
」
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　

05
年
に
W
T
O
（
世
界
貿
易
気
候
）

の
ト
リ
プ
ス
協
定
に
よ
り
「
薩
摩
」
の

地
理
的
表
示
の
認
定
を
受
け
、
厳
格

な
基
準
に
よ
り
、
そ
の
名
称
が
与
え
ら

れ
る
「
薩
摩
焼
酎
」。
鹿
児
島
県
酒
造

組
合
は
07
年
の
「
薩
摩
焼
酎
宣
言
」

で
品
質
向
上
を
掲
げ
、　

焼
酎
文
化
を

広
め
よ
う
と
す
る
。

の
焼
酎
を
紹
介
し
た
「
南
薩
摩
観
光

ガ
イ
ド 

食
と
焼
酎
」
を
作
成
し
、
同

地
区
に
あ
る
20
の
焼
酎
メ
ー
カ
ー
に
あ

る
焼
酎
蔵
の
見
学
を
お
す
す
め
し
て
い

る
。
海
と
山
の
幸
が
豊
富
な
同
地
区
の

地
元
グ
ル
メ
と
焼
酎
が
楽
し
め
る
新
た

な
観
光
ル
ー
ト
を
提
案
す
る
。

　

川
内
高
城
温
泉
郷
や
市
比
野
温
泉

郷
、
紫
尾
温
泉
郷
な
ど
の
温
泉
地
が

各
地
に
あ
る
北
薩
摩
地
区
は
、
北
薩

摩
振
興
局
が
観
光
ガ
イ
ド
「
温
泉
・

焼
酎
蔵 

巡
っ
て
湯
っ
た
り
北
薩
摩
」
を

作
成
、
九
州
新
幹
線
の
停
車
駅
を
持

つ
出
水
駅
や
薩
摩
川
内
駅
を
中
心
と

し
た
誘
客
に
生
か
し
た
い
と
す
る
。
同

地
区
に
は
16
の
焼
酎
メ
ー
カ
ー
が
あ
り
、

見
学
が
可
能
な
10
の
焼
酎
蔵
を
紹
介
。

伊
勢
エ
ビ
料
理
や
は
早
掘
り
た
け
の
こ
、

華
ア
ジ
、
あ
わ
び
や
キ
ビ
ナ
ゴ
な
ど
焼

酎
の
肴
に
ぴ
っ
た
り
の
特
産
品
が
数
多

く
あ
り
、「
焼
酎
」「
食
」「
温
泉
」
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　
ま
た
「
薩
摩
焼
酎
」
と
同
じ
く
、
鏡

島
を
代
表
す
る
奄
美
の
「
黒
糖
焼
酎
」

を
知
っ
て
も
う
ら
お
う
と
奄
美
黒
糖
焼

酎
宣
伝
・
販
路
拡
大
委
員
会
が
奄
美

大
島
、
喜
界
島
、
徳
之
島
な
ど
の
18
の

焼
酎
メ
ー
カ
ー
の
紹
介
、
そ
の
歴
史
や

焼
酎
の
飲
み
方
な
ど
を
提
案
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
焼
酎
フ
ァ
ン
の
す

そ
野
を
広
げ
て
い
る
。

「
食
」「
温
泉
」と「
焼
酎
蔵
」

リ
ン
ク
さ
せ
人
呼
び
込
む

　

九
州
新
幹
線
で
訪
れ
る
観
光
客
は

「
焼
酎
」
と
同
じ
く
「
焼
酎
蔵
」
の

関
心
も
高
い
。
鹿
児
島
県
酒
造
組
合

は
、
J
T
B
九
州
と
共
同
で
、
県
内
の

焼
酎
蔵
の
見
学
と
薩
摩
料
理
が
楽
し

め
る
旅
行
プ
ラ
ン
「
薩
摩
焼
酎 

蔵
元

を
巡
る
旅
」
を
販
売
し
た
。
県
内
を
８

コ
ー
ス
に
分
け
て
、
酒
造
組
合
員
が
案

内
役
と
な
っ
て
、
蔵
元
の
紹
介
を
し
た

り
、
焼
酎
と
地
場
料
理
を
楽
し
め
る
と

あ
っ
て
、
東
京
、
関
西
、
広
島
、
福
岡

か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
た
。

　

ま
た
南
薩
地
域
振
興
局
は
、
枕
崎

市
や
指
宿
市
、
南
さ
つ
ま
市
、
南
九
州

市
の
南
薩
地
域
に
あ
る
焼
酎
メ
ー
カ
ー

南薩地域振興局が作成した「食と焼酎」の観光ガイド

北薩地域振興は「温泉・焼酎蔵」に着目した観光ガイド



Zaikai Kyushu / FEB.2012123

焼酎特集
〈
大
口
酒
造
〉

反
響
呼
ん
だ「
デ
カ
ク
ロ
」

原
点
回
帰
で・地
元
市
場
を
強
化

　

伊
佐
市
の
郡
山
八
幡
神
社
に
は「
焼

酎
」
と
記
さ
れ
た
日
本
最
古
の
木
札
が

あ
り
、
古
く
か
ら
焼
酎
が
親
し
ま
れ
て

い
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
の
由
緒

あ
る
地
で
焼
酎
づ
く
り
に
励
む
の
が
大

口
酒
造
（
同
市
、
川
原
健
一社
長
）。

　

全
国
区
の
ブ
ラ
ン
ド
銘
柄
「
伊
佐

錦
」「
黒
伊
佐
錦
」
を
中
心
に
、
全
国

に
「
伊
佐
錦
」
フ
ァ
ン
の
す
そ
野
を
広

げ
て
い
る
。
最
近
で
は
１
升
10
本
分
、

18
㍑
の
「
黒
伊
佐
錦
」
略
し
て
「
デ
カ

ク
ロ
」
を
は
じ
め
、
9
6
0
人
に
同
社

の
製
品
が
当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
全

国
で
展
開
し
た
と
こ
ろ
、
応
募
が
殺
到
。

消
費
者
心
理
を
く
す
ぐ
る
販
売
戦
略

が
奏
功
し
て
、大
き
な
反
響
を
呼
び「
デ

カ
ク
ロ
」
は
商
品
化
が
決
定
し
た
。
同

社
は
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
、
と
く
に

中
国
に
目
を
向
け
「
現
地
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
連
携
を
し
て
販
売
量
を
増
や
し
た

い
」
と
川
原
社
長
は
話
し
、
海
外
の
実

績
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

　
一
方
、
国
内
の
成
熟
し
た
焼
酎
市
場

に
鑑
み
て
「
原
点
に
立
ち
返
り
、
地
元

の
市
場
を
大
切
に
し
た
い
」
と
原
点
回

帰
を
新
た
に
焼
酎
を
根
づ
か
せ
て
い
く
。

〈
田
苑
酒
造
〉

「
田
苑
金
ラ
ベ
ル
20
度
パ
ッ
ク
」発
売

長
期
貯
蔵
焼
酎
に
こ
だ
わ
る

　

田
苑
酒
造
（
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内

市
、
米
玉
利
隆
社
長
）
は
、
鹿
児
島
の

メ
ー
カ
ー
で
あ
り
な
が
ら
麦
、
米
、
イ

モ
な
ど
豊
富
な
商
品
群
を
そ
ろ
え
て
い

る
。
な
か
で
も
「
田
苑
ゴ
ー
ル
ド
」「
田

苑
金
ラ
ベ
ル
」
な
ど
の
樫か

し

樽
貯
蔵
焼
酎

は
、
高
級
感
あ
ふ
れ
る
焼
酎
と
し
て
、

全
国
で
人
気
を
誇
っ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
ス
デ
ュ
ー
サ
ー
の
微
弱
振
動

に
よ
る
熟
成
効
果
と
常
圧
蒸
留
に
よ

り
麦
原
料
の
持
つ
芳
醇
な
味
や
香
り

が
特
徴
の
田
苑
ゴ
ー
ル
ド
は
「
全
量
３

年
以
上
貯
蔵
」
と
い
う
ぜ
い
た
く
な
逸

品
。
ま
た
、
田
苑
金
ラ
ベ
ル
は
、
3
年

以
上
貯
蔵
し
た
原
酒
が
50
％
以
上
含
ま

れ
る
「
長
期
貯
蔵
」
で
、
ま
ろ
や
か
な

口
あ
た
り
が
特
徴
だ
。

　

同
社
は
新
商
品
の
開
発
に
も
積
極

的
で
、
昨
年
、
業
界
初
の
長
期
貯
蔵
の

20
度
パ
ッ
ク
１
８
０
０
㍉
㍑
と
９
０
０

㍉
㍑
を
発
売
し
た
。
熟
練
ブ
レ
ン
ダ
ー

が
豊
富
な
長
期
貯
蔵
原
酒
を
ア
ル
コ
ー

ル
分
20
度
に
最
適
化
し
、
20
度
な
が
ら

「
き
れ
い
な
琥
珀
色
」「
芳
醇
な
香
り
」

「
豊
か
な
コ
ク
」
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
。
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〈
長
島
研
醸
〉

ブ
レ
ン
ド
に
よ
る
独
特
の
味

「
黒
島
美
人
」が
新
発
売

　

美
し
い
海
岸
線
が
続
き
、
ウ
ニ
や
ア

ワ
ビ
、
ワ
カ
メ
や
ノ
リ
な
ど
の
採
取
漁

業
が
さ
か
ん
で
「
海
の
幸
」
が
豊
富
な

鹿
児
島
県
長
島
町
。
23
を
超
え
る
大

小
の
島
々
か
ら
な
り
、
海
と
山
の
自
然

の
恵
み
を
受
け
る
こ
の
地
で
焼
酎
づ
く

り
に
専
念
す
る
の
は
長
島
研
醸
。
も
と

も
と
島
内
に
は
５
つ
の
酒
造
場
が
あ
り
、

１
９
６
７
年
に
５
酒
造
場
が
共
同
瓶
詰

め
会
社
と
し
て
設
立
し
た
。

　

５
酒
造
場
の
仕
込
ん
だ
焼
酎
を
絶

妙
に
ブ
レ
ン
ド
し
た「
さ
つ
ま
島
美
人
」

は
、
ク
セ
が
少
な
い
独
特
の
柔
ら
か
さ

と
風
味
が
あ
り
、
全
国
の
多
く
の
フ
ァ

ン
を
引
き
付
け
る
。
昨
年
は
黒
麹
を
使

用
し
た
「
黒
島
美
人
」
を
発
売
。
黒
麹

特
有
の
深
い
味
わ
い
と
口
の
中
に
ほ
ん

の
り
残
る
甘
味
が
特
徴
だ
。

　

九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
に
合
わ

せ
て
、
鹿
児
島
の
「
焼
酎
」
が
注
目
さ

れ
る
中
、
知
名
度
の
高
い
「
さ
つ
ま
島

美
人
」
と
鹿
児
島
の
「
黒
」
ブ
ー
ム
を

印
象
づ
け
る
「
黒
島
美
人
」
が
観
光
客

の
舌
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

　
海
と
山
の
自
然
豊
か
な
島
で
造
ら
れ

る
焼
酎
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
。

〈
白
金
酒
造
〉

「
磨
き
イ
モ
」を
原
料
に

熟
練
杜
氏
が
全
魂
を
傾
け
る

　

創
業
１
８
６
９
（
明
治
２
）
年
の
白

金
酒
造
（
鹿
児
島
県
姶
良
市
、
竹
之

内
晶
子
社
長
）
は
、
焼
酎
造
り
１
４
０

年
余
り
の
歴
史
を
持
ち
、
姶
良
地
区

を
代
表
す
る
蔵
元
だ
。

　
眼
前
に
錦
江
湾
を
臨
む
蔵
で
は
、
上

質
の
コ
ガ
ネ
セ
ン
ガ
ン
の
泥
や
傷
を
徹

底
し
て
取
り
除
い
た
「
磨
き
イ
モ
」
を

原
料
に
使
い
、
吉
野
山
系
の
豊
富
な
地

下
水
で
仕
込
ん
だ
焼
酎
造
り
を
行
っ
て

い
る
。
代
表
銘
柄
の
「
白
金
乃
露
」
は

創
業
当
時
か
ら
今
も
変
わ
ら
ぬ
人
気
を

持
ち
、
黒
麹
で
仕
上
げ
た
「
白
金
乃
露

黒
」
や
国
指
定
登
録
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
蔵
の
中
で
杜と

う
じ氏

の
黒
瀬
東

洋
海
氏
が
手
造
り
す
る
「
手
造
り
焼

酎 

石
蔵
」
な
ど
豊
富
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

を
取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。

　

ま
た
「
山
田
の
凱
旋
門
」「
栗
野
し

ず
く
」「
大
楠
」
な
ど
地
域
限
定
商
品

に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
密

着
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
竹
之
内
雄
作

会
長
は
「
焼
酎
は
原
料
と
水
が
命
。
良

質
な
イ
モ
に
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
地
下
水

を
使
っ
た
お
い
し
い
焼
酎
を
ぜ
ひ
飲
ん

で
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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焼酎特集
〈
薩
摩
酒
造
〉

伝
統
が
織
り
な
す
焼
酎
づ
く
り

観
光
客
を
新
た
な
焼
酎
フ
ァ
ン
に

　
「
南
薩
摩
の
霊
峰
」
と
称
さ
れ
る
開
聞
岳
が
そ
び

え
る
台
地
と
清
ら
か
な
水
が
流
れ
る
豊
か
な
土
壌
、

温
暖
な
気
候
を
生
か
し
、
地
元
で
栽
培
さ
れ
る
上

質
な
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
用
し
た
焼
酎
を
造
り
続
け
る

薩
摩
酒
造
（
鹿
児
島
県
枕
崎
市
、
本
坊
浩
幸
社
長
）。

　

全
国
区
の
ブ
ラ
ン
ド
銘
柄
と
な
っ
た
イ
モ
焼
酎
の

「
さ
つ
ま
白
波
」や「
黒
白
波
」を
は
じ
め「
南
之
方
」

「
さ
つ
ま
乙
女
」「
赤
薩
摩
」、麦
焼
酎
の
「
神
の
河
」

な
ど
の
銘
柄
を
県
内
外
で
普
及
さ
せ
、
名
実
と
も

に
鹿
児
島
県
を
代
表
す
る
焼
酎
メ
ー

カ
ー
で
も
あ
る
。

　

商
品
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
も
豊
富
で
、

海
洋
酵
母
仕
込
み
の
イ
モ
焼
酎
「
我
は

海
の
子
」
や
南
薩
摩
の
希
少
な
サ
ツ
マ

イ
モ
「
頴え

い娃
紫
」
を
使
用
し
た
「
赤
薩

摩
」、
鹿
児
島
県
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
み

で
造
る
全
芋
仕
込
み
の
「
黄
金
萬
貫
」

が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

昨
年
は
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業

に
よ
り
、
鹿
児
島
に
は
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
、
鹿
児
島
県
産
の
「
焼
酎
」
を

手
み
や
げ
に
帰
る
観
光
客
の
姿
が
よ
く

み
ら
れ
た
。
同
社
で
も
新
幹
線
開
業

を
記
念
し
て
「
さ
く
ら
白
波
」
を
発
売
。

ピ
ン
ク
を
基
調
に
し
た
色
鮮
や
か
な
ラ
ベ
ル
が
目
を

引
き
、
南
薩
摩
産
の
新
鮮
な
サ
ツ
マ
イ
モ
を
原
料
に
、

黄
麹こ

う
じで

仕
込
ん
だ
華
や
か
な
香
り
が
楽
し
め
る
逸

品
は
、
鹿
児
島
を
訪
れ
る
観
光
客
を
新
た
な
焼
酎

フ
ァ
ン
に
変
え
て
い
く
。
女
性
の
消
費
者
を
意
識
し

た
デ
ザ
イ
ン
で
「
気
持
ち
い
い
味
が
す
る
。」
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
。

　
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
さ
く
ら
白
波
」
の
特

設
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
。
ロ
ッ
ク
や
水
割
り
、
お
湯
割

り
は
も
ち
ろ
ん
、
焼
酎
と
お
湯
の
割
合
を
２・８
か
ら

１・９
を
推
奨
す
る
「
乙
女
割
」、
ク
ラ
ッ
シ
ュ
ア
イ
ス

を
グ
ラ
ス
に
入
れ
焼
酎
を
注
ぐ
「
焼
酎
ミ
ス
ト
」、
お

茶
割
り
や
前
割
り
と

い
っ
た
焼
酎
の
飲
み

方
を
提
案
す
る
。
ま

た
、「
さ
く
ら
白
波
」

と
相
性
の
い
い
「
水

菜
の
辛
し
合
え
」
や

「
レ
タ
ス
炒
め
」「
簡

単
チ
ン
ジ
ャ
オ
ロ
ー

ス
ー
」
な
ど
の
料
理

レ
シ
ピ
を
掲
載
す
る

な
ど
、
女
性
の
焼
酎

フ
ァ
ン
を
引
き
つ
け
る
。

女
性
に
人
気
の
あ
る

梅
酒
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
限
定
販
売
す

る
「
蔵
梅
」
も
話
題
を
呼
ぶ
。
じ
っ
く
り
熟
成
さ
せ

た
梅
酒
原
酒
に
芋
焼
酎
の
２
つ
の
個
性
を
絶
妙
に
調

和
さ
せ
、
甘
み
と
酸
味
、
コ
ク
と
旨
味
、
そ
し
て
ト

ロ
リ
と
し
た
口
当
た
り
が
ク
セ
に
な
る
一本
だ
。

　

新
発
売
の
イ
モ
焼
酎
「
甘
薩
摩
」
も
見
逃
せ
な

い
。
甘
み
が
強
い
イ
モ
の
品
種
「
ク
イ
ッ
ク
ス
イ
ー

ト
」
の
み
を
使
用
し
て
、
自
然
な
甘
み
が
特
徴
の
芋

焼
酎
の
中
で
も
際
立
つ
甘
さ
を
実
現
。
お
湯
割
り
で

飲
む
と
、
甘
さ
が
さ
ら
に
引
き
立
つ
。
濃
厚
な
甘
さ

を
も
つ
逸
品
だ
。

明
治
時
代
か
ら
焼
酎
造
る「
明
治
蔵
」

枕
崎
を
見
渡
す
展
望
台
と
限
定
商
品
も

　
　

九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
に
目
を
つ
け
、
同

社
は
明
治
時
代
か
ら
焼
酎
を
造
る
「
明
治
蔵
」
を

枕
崎
の
新
た
な
観
光
名
所
に
し
よ
う
と
工
場
見
学

に
力
を
入
れ
る
ば
か
り
か
、
枕
崎
を
一
望
で
き
る
展

望
台
「
望
楼
」
を
完
成
さ
せ
た
。
地
上
15
㍍
の
展

望
台
は
全
方
位
の
景
色
が
楽
し
め
、
枕
崎
の
街
並

み
や
雄
大
な
開
聞
岳
が
見
渡
せ
、
天
気
の
良
い
日
は

屋
久
島
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
明
治
蔵
」で
は
「
さ
つ
ま
白
波
明
治
蔵
」
や
「
明

治
蔵
・
原
酒
」
の
限
定
商
品
が
発
売
さ
れ
る
な
ど
、

「
明
治
蔵
」
で
し
か
味
わ
え
な
い
限
定
焼
酎
を
求
め

に
、
全
国
の
焼
酎
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
。
ま
た
「
明
治

蔵
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
は
中
国
･
元
の
時
代

か
ら
使
用
さ
れ
る
蒸
留
器
「
カ
ブ
ト
釜
」
を
復
元

し
造
ら
れ
た
、
イ
モ
焼
酎
「
古
式
蒸
留
器 

カ
ブ
ト

釜
」
を
販
売
。
歴
史
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
濃
密
な

味
わ
い
を
楽
し
め
る
な
ど
「
明
治
蔵
」
で
造
ら
れ
る

レ
パ
ー
ト
リ
ー
豊
富
な
焼
酎
を
展
開
し
て
い
る
。

展望台「望楼」を完成させた「明治蔵」は新たな観光施設

清
ら
か
な
水
と
豊
か
な
土
壌
が
あ
る
枕
崎
か
ら

伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ
た「
白
波
」ブ
ラ
ン
ド
発
信
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〈
雲
海
酒
造
〉

本
格
焼
酎
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
が
見
え
る

　

雲
海
酒
造
（
宮
崎
市
、
中
島
美
幸
社
長
）
が
製

造
す
る
本
格
焼
酎
は
、
1
本
1
本
が
〝
ふ
る
さ
と
〟

を
持
つ
。
土
地
が
変
わ
り
、
水
が
変
わ
れ
ば
、
本
格

焼
酎
の
味
わ
い
も
変
わ
る
か
ら
だ
。
そ
の
土
地
を
愛

し
、
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
、
そ
の
蔵
な
ら
で
は
の

旨う
ま

さ
を
追
求
す
る
杜と

う
じ氏

た
ち
の
手
に
よ
っ
て
丁
寧
に

個
性
が
磨
き
上
げ
ら
れ
て
、
味
わ
い
深
い
至
高
の
1

本
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

自
然
を
愛
し
、
文
化
を
育
み
、
技
を
磨
き
、
お

客
さ
ま
の
喜
び
を
創つ

く

り
続
け
る
と
い
う
思
い
を
具
体

化
し
た
商
品
は
、
2
0
1
1
年
も
数
々
の
品
評
会
で

高
い
評
価
を
得
た
。
2
月
の
鹿
児
島
県
本
格
焼
酎

鑑
評
会
で
は
、
本
格
芋
焼
酎
「
さ
つ
ま
木こ

び
き挽

」
が

7
年
連
続
と
な
る
優
等
賞
を
受
賞
。
4
月
の
熊
本

国
税
局
酒
類
鑑
評
会
で
も
、本
格
焼
酎
部
門（
そ
ば・

麦
・
芋
）
と
清
酒
部
門
に
出
品
し
た
全
銘
柄
が
優

等
賞
を
受
賞
し
た
。同
月
に
発
表
さ
れ
た「
2
0
1
1

モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
も
、
出
品
し
た
全
て
の

長
期
貯
蔵
酒
（
5
銘
柄
）
が
3
年
連
続
で
最
高
金

賞
を
受
賞
し
た
。

　
同
社
が
手
掛
け
る
〝
ほ
ん
も
の
の
味
〟
は
、
本
格

焼
酎
以
外
の
商
品
で
も
高
い
評
価
を
得
た
。
今
年
で

99
回
目
と
な
る
全
国
規
模
の
清
酒
鑑
評
会
「
平
成

22
酒
造
年
度
全
国
新
酒
鑑
評
会
」
で
は
「
超
特
撰 

綾
錦 

大
吟
醸
『
登
喜
一』」
が
金
賞
を
受
賞
。
7
月

に
行
わ
れ
た
「
第
9
回
国
産
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
は
、
綾
ワ
イ
ン
の
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
（
白
）
と
デ
ラ
ウ

ェ
ア
（
白
）
の
２
ア
イ
テ
ム
が
銅
賞
を
受
賞
し
た
。

　
品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
県
内
屈
指
の
観
光
施
設

で
あ
る
「
蔵
元 

綾 

酒し
ゅ
せ
ん泉

の
杜
」
で
も
実
践
さ
れ
て

い
る
。「
第
31
回
プ
ロ
が
選
ぶ
観
光
・
食
事
・
土
産

物
施
設
百
選
」
の
土
産
物
施
設
部
門
が
3
年
連
続

で
2
位
、「
第
36
回
プ
ロ
が
選
ぶ
日
本
の
ホ
テ
ル
・

旅
館
百
選
」（
い
ず
れ
も
旅
行
新
聞
新
社
主
宰
）
の

も
て
な
し
部
門
で
は
前
回
を
上
回
る
39
位
に
入
っ
た
。

本
格
焼
酎
の
浸
透
を
図
る
新
た
な
挑
戦

　

11
年
は
「
本
格
焼
酎
の
浸
透
を
図
る
新
た
な
方

法
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
年
」（
中
島
社
長
）
で
も
あ
っ

た
。
例
え
ば
、2
月
に
は
人
気
男
性
デ
ュ
オ「
ゆ
ず
」

と
の
コ
ラ
ボ
が
実
現
。
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
を
キ
ー
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
全
国
19
局
ネ
ッ
ト
で
毎
週
火
曜
午
後
10

時
か
ら
放
送
さ
れ
る
ラ
ジ
オ
番
組
「
ゆ
ず
の
オ
ー
ル

ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
G
O
L
D
」
が
「
開
店
！
居
酒
屋

ゆ
ず
」
と
題
し
て
行
っ
た
公
開
録
音
の
ス
ポ
ン
サ
ー

を
務
め
た
。
10
倍
を
超
え
る
競
争
率
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
リ
ス
ナ
ー
３
０
０
人
を
前
に
、
放
送
は
終
始

「
そ
ば
焼
酎 

雲
海
」
の
話
題
を
中
心
に
盛
り
上
が

っ
た
。
そ
の
後
も
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
話
題
が
広
が
る

な
ど
「
そ
ば
焼
酎
の
魅
力
を
若
い
世
代
に
知
っ
て
い

た
だ
く
良
い
機
会
と
な
っ
た
」（
中
島
社
長
）。

　

さ
ら
に
、
講
談
社
発
行
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た

広
告
を
対
象
に
、
読
者
の
直
接
投
票
で
優
れ
た
広

告
を
選
出
す
る
「
第
33
回 

読
者
が
選
ぶ
・
講
談
社

広
告
賞
」
の
男
性
誌
・
情
報
誌
部
門
で
、
雑
誌
「
お

と
な
の
週
末
」
4
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
さ
つ
ま
木

挽 

赤
と
黒
」（
左
㌻
掲
載
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
。
ま
た
、
７
月
に
は
「
第
21
回
宮
日
広
告
賞
」

に
お
い
て
、
2
0
1
0
年
11
月
1
日
の
本
格
焼
酎
の

日
に
出
稿
し
た
「
日
向
木
挽
」
の
広
告
（
全
15
段
）

が
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

　

昨
年
10
月
か
ら
「
日
向
木
挽
」
は
、
こ
の
テ
レ
ビ

C
M
に
登
場
す
る
父
娘
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
「
地
の

焼
酎
を
地
の
肴さ

か
なで

楽
し
め
る
こ
と
の
幸
せ
」
を
伝
え
、

日
常
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
連
想
さ
せ
る
心
温
ま
る
C
M

と
し
て
共
感
を
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
中
・
四
国
地

区
で
は
、圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
誇
る
本
格
麦
焼
酎「
い

い
と
も
」の
テ
レ
ビ
C
M
で
、定
番
焼
酎
を「
い
い
友
」

と
味
わ
う
シ
ー
ン
を
描
い
た
内
容
と
し
て
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
雲
海
酒
造
は
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
本

格
焼
酎
だ
け
が
つ
く
り
出
す
本
物
の
世
界
を
提
供

し
続
け
る
。

焼酎特集

〝
ほ
ん
も
の
〟か
ら
生
ま
れ
る
深
い
味
わ
い

高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
で
愛
飲
家
が
全
国
に
拡
大


